
野田首相が関西電力大飯原発３、４号機の再稼働決定

を今週中にも出そうとしている。福島を先頭に、怒りは

限界だ。再稼働を絶対に阻止しよう！ 立ち向かう力は

６･10大集会だ。闘う労働組合を復権し再稼働阻止と全

原発の廃炉へ闘おう。

◆福島を切り捨てて再稼働
野田は「日本の経済社会の安定と発展のため原子力発電

は必要だ｣と言い放った。ペテン的な｢脱原発依存｣も投げ捨

て原発徹底推進をむきだしにした。福島を切り捨て、命を

奪って｢経済社会の安定のために原発｣！ これが野田政権

の本音だ。再稼働は福島の切捨て、棄民政策そのものだ。

そして福島原発事故を引き起こした犯罪者は誰も責任を誰

もとっていない！

福島第一原発事故は現在進行形だ。現場での収束作業は

過酷を極めている。１号機の格納容器内の水位は40センチ

しかないことが明らかとなった。東電はこれを｢１.８メー

トルはある｣と発表し続けてきた。毎時６トンもの水を注入

しているのに、ほとんど垂れ流されている。放射線量が高

すぎて人間が格納容器に近づいて補修することもできない。

重層的な下請け孫請け構造の下、無権利･低賃金の非正規労

働者に被曝を強いている。このままでは放射能を浴びすぎ

て働けなくなる人が続出する。御用学者は｢放射能の影響に

よる人体への影響はない｣と口をそろえ、労働者の命など平

然と売り渡す。そうやって再稼働が行われることなど、絶

対に許してはならない。

◆止める力はどこにあるのか
大学こそが先頭に立って、本気で再稼働阻止の声を上げ

るときではないのか。にもかかわらず、一切関係ないかの

ように粛々と授業や課題が出され、学生には議論すらさせ

ない、単位や就職活動で縛りつける。こんな無責任なあり

方は根本から間違っている。

問題は再稼働はどうすれば阻止されるのかだ。橋下大阪

市長は｢再稼働容認｣の正体を満天下に明らかにした。では

誰が責任を取ることができるのか？ 京都大学の仲間が｢原

発推進大学を変え、大学から再稼働強行を止めよう!｣と訴

え、全学自治会選挙に立ち上がっている。大学が御用学者

を生み出し、原発推進体制に組み込まれてきた現実を自治

会再建によってひっくり返す歴史的な大挑戦だ。キャンパ

スでは議論が巻き起こり、数千の規模で学生が行動を始め

ている。福島圧殺を打ち破り、再稼働を止める力はここに

ある！これが学生の誇りだ。京大を先頭とするキャンパス

からの学生の行動を巻き起こし、６･10大集会へ！

全日本学生自治会総連合(斎藤郁真委員長)
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６･10大結集で時代変わる！



法大生のみなさん！ ５月31日、東京地裁で行われた法

大暴処法弾圧の判決で｢全員無罪｣の大勝利判決をかちとり

ました！ 歴史的大勝利です！

３年間、国家権力をあげた大弾圧と学生が真正面から闘

い、国家権力を打ち負かした。学生は国家権力を相手に闘っ

て勝つことができる！ 文化連盟と全学連は、それをこの

時代に示しました。

２００９年５月の｢暴力行為等処罰法｣による弾圧とは、

法大闘争のリーダーを根こそぎ獄に奪い、運動を壊滅させ

ることを狙った大政治弾圧でした。暴処法という、団結し

た行動そのものを罪とする弾圧法を使って団結破壊の攻撃

を行ってきたのです。

被告の完全黙秘－８ヶ月に及ぶ東京拘置所での獄中闘争、

３年間の法廷闘争を闘い、全国的な支援陣形をつくり、団

結した力にのみ依拠して闘い、勝利しました。この勝利は

世界中、日本のすべての闘う人々に勇気を与えています。

この力で法大学生運動の大爆発へ！ 何よりも違法･不当

の限りをつくして闘う法大生を弾圧してきた法大当局の責

任追及と全法大生への不当処分撤回、自主法政祭への学祭

規制撤廃で団結しよう。法大生の団結した行動で増田総長

体制を打倒し、キャンパスを学生の手に取り戻そう！

６月10日(日)午後1時(12時開場)

文京シビックホール
（東京都文京区春日1-16-2１）

【呼びかけ】国鉄分割･民営化に反対し、

1047名解雇撤回闘争を支援する全国運動

６月６日（水）日比谷野外音楽堂
18：00～オープニングコンサート 18：30～集会開会 19：30～デモ出発（日比谷野音～東電本社～銀座～鍛冶橋）

【呼びかけ】「さようなら原発」一千万署名 市民の会




